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 目 的  

 平成 17年における刑法犯の認知件数は312万 5,216件で，犯

罪にあう確率は年間約41人に1人である（法務省法務総合研究

所, 2006）。認知件数は戦後最多を記録した平成14年をピーク

に，15 年以降 3 年連続して減少したが，なお高い水準にある。

近年の犯罪情勢の悪化を背景に，犯罪被害者や遺族に対する理

解と支援の必要性が認識されるようになってきた。犯罪被害は，

怪我や財産の損失，家族を失うといった直接的被害だけではな

く，精神的被害（ストレス，自己非難，不安感など）も生じる。

精神的被害に関しては，周囲の対応によって，ある程度癒すこ

とができる。たとえば“被害者の話に耳を傾ける”，“自分自身

を責める気持ちを軽減させる言葉をかける”，“いつもと同じよ

うに接する”などがある（大和田, 2003； 小西, 1996）。しか

し先行研究では，主に死別やトラウマになるような重大な被害

にあった人たちを対象にしている。またネガティブな感情に対

する個人的な対処に関しては，Stress coping（Lazarus & 

Folkman，1991），後悔対処（上市･楠見, 2004）などがあるが，

実際の犯罪被害者に対する有効性については検討されていない。 

 よって本研究では，我々が普段あうような犯罪被害を明らか

にした上で，周りの対応が精神的な被害感情（自己非難や恐怖

心･不安感）低減に及ぼす影響，および自分の対処が被害感情低

減に及ぼす影響について検討する。 

 方 法  

 調査対象者 首都圏の大学生104名（男性54名，女性50名）。

質問冊子を2008年 11月に質問紙を配布回収した。 

 質問項目 犯罪被害の経験 “今までの犯罪被害の中で，最

もショックだったもの”について，時期，被害内容（自由記述）

を回答させた。当時の被害感情 被害にあった当時の被害感情

について，5段階評定（1：あてはまらない～5：あてはまる）

で測定。“適切な行動をしておけばよかったと，自分自身に対

して腹立たしく思う”，“自分を責めた”，“不安を感じた”，“ス

トレスを感じた”などの10項目。周囲の対応 大和田(2003)，

小西(1996)を参考にして，周囲の人たちの対応を測定する尺度

を作成した。“被害現場にいた人たちが協力して，犯人を捕ま

えようとしてくれた”，“家族･友人などが，同情して慰めてく

れた”など8項目を5段階評定させた。自分の対処 Lazarus & 

Folkman(1984)の情動焦点型対処（ネガティブな感情を気晴ら

しや気分転換などで解消させる）と問題焦点型対処（ストレッ

サーとなる問題そのものの解決を目指す）参考にして作成。“被

害にあったことに対して，何か行動をおこさなくてはと思っ

た”，“誰かに聞いてもらうことで気持ちの整理をつける”，“忘

れようとした”など17項目。5段階評定。今現在の被害感情 今

現在の被害感情について測定。項目は当時の被害感情と同じ。 

 結果と考察  

 犯罪被害の内容と男女別人数 男性は最もショックだった

ものや被害の大きかった犯罪被害として，金銭的被害（泥棒･

盗難）をあげる傾向が高く(38人)，女性は身体的被害（痴漢）

をあげる傾向が高い(27人)ことがわかった（Figure 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

     Figure 1 犯罪被害の内容と男女別人数 

 周囲の対応，自分の対処が被害感情低減に及ぼす影響 回答

数の多かった泥棒･盗難(男女両方)と痴漢(女性のみ)について

分析した（各被害感情を従属変数とし，2(各対応･対処項目:高

群，低群)×2(時間:被害当時，今現在)の繰り返しのある分散

分析）。以下に交互作用のあった結果を示す。周りの対応 泥

棒･盗難の場合，周りの人が話を聞いてくれることで，犯人に対

する恐怖心や不安感が低減(F(1,47)=18.52, p<.001)，精神的サ

ポートを受けることで，恐怖心が低減(F(1,45)=6.94, p<.05)，

痴漢の場合，話を聞きてくれることで，ストレスが低減(Figure 

2. F(1,25)=7.15, p<.05)，慰めることで，犯人に対する恐怖心

や不安感が低減(F(1,25)=4.60, p<.05)することがわかった。自

分の対処 泥棒･盗難の場合，人に相談することで，恐怖心が低

減(F(1,47)=8.98, p<.01)，誰かに聞いてもらい気持ちの整理を

つけることで，犯人への恐怖心等が低減(F(1,46)=5.00 ,p<.05)，

自分で犯人を捕まえようとする対処により，適切な行動をすれ

ばよかったという後悔が低減(F(1,47)=4.13, p<.05)，痴漢の場

合，何らかの行動をおこそうとすることで，恐怖心が低減

(F(1,25)=4.71, p<.05)，何をしても無駄だと思わないことでス

トレスが低減(F(1,25)=10.19, p<.01)することがわかった。 

 まとめ 周りの人は，被害者の話に耳を傾け，罪責感を軽減

させる言葉をかけるなどの対応をすること，自分自身は，人に

話をして自分の気持ちの整理をすること，被害回避のために何

かしようとすることが重要であることがわかった。 
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   Figure 2 周りの対処が被害感情低減に及ぼす影響 
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